
2025/7/1勉強会
人権ライブラリー

＆Zoom

ビジネスと人権
に関する行動計
画（NAP)

マルチステークホルダーによるNAP評価指標勉強会
～「ビジネスと人権」に関する行動計画（NAP）の改定について議論しましょうー～

・今期のNAP計画で未達成の指標に関する深掘り調査（事後評価）を期待する。
・本日のご意見が反映されることを期待する。
・私たちの団体においても、アウトプット指標で事業を進めていないか？再度、アウトカムに視点を置きながら、事業を進めていこうと思いました
・今のままではダメなんだと思っている方がこんなにも多くいらっしゃることで、今の日本も捨てたものではないと実感。
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手話通訳者

リレートーク①
市民社会組織からの提案

【開催報告概要】会場参加者は30名、オンライン参加者は140名となり、会場には指標を提案した市民社会組織のほか、研究者、企業団体、企業、機関投資家、労働団体などマルチ

ステークホルダーによるNAP評価指標をめぐって様々な議論が展開されて会場は熱気に包まれました。今後、2025年改定のNAPへの議論が加速することが期待されます。

大阪経済法科大学：菅原

• 市民社会組織は、人権が実現

される社会を期待して、アウ

トカムのNAP指標案を提案

• NAPの施策の実効性を測る評

価指標の議論を充実させたい

• ステークホルダーの共通意見で

ある「ステークホルダー報告

書」では、NAPのモニタリング

の体制整備として評価指標を位

置づけ

• 評価にはステークホルダーとの

対話や情報開示が重要

• NAPの施策では成果を測るア

ウトカム指標が重要

• 構造指標、プロセス指標、ア

ウトカム指標を組み合わせた

人権指標による評価が有効

• 数値だけでなく定性的観点と

主観的観点も重要

• 障害の社会モデルの
観点から評価指標は
見直されるべき

• 制度はゴールではなく、
どんな変化がおきたか
を評価すべき

• 評価は社会をコントロールする

手段で、有効性の観点が最重要

• エビデンスと第三者による評価

が重要

• 国際社会では問題を追求できる

よう、トランスペアレンシーと

トレーサビリティを確保

• ギャップの分析なく
策定されたNAPに
は「穴」がある

• ステークホルダーと
のエンゲージメント
が重要

提案趣旨

• 被害者の救済につ
ながっていない

• 適切な指標に基づ
くモニタリングが
必要

• 社会の規範や意識の変
化には時間がかかる

• ジェンダーの指標は企
業が変わるための指標
でもある

• ありたい姿を明確に
示すのは重要

• 政策の一貫性が重要
• 国内人権機関も重要

リレートーク②
関係ステークホルダーからのメッセージ

• アウトカム指標の
必要性に賛同

• 諸要因のつながりを
明確化したロジック
モデルが課題

• インパクトの考え方は
目指す社会と現状との
ギャップを埋める

• NAPにはエレオス（慈
しみ）が込められている

外務省との

関係は？

反DEIの動き

の影響は？

指標の提案

・現行施策：25指標

・新施策：12指標
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（敬称略）
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